
と
い
っ
て
ょ
く
、
欧
米
に
お
い
て
は
、
前
者
以
上

に
研
究
成
果
は
出
て
い
る
が
、
我
が
国
で
は
、
少

数
の
例
外
は
あ
れ
、
ほ
と
ん
ど
紹
介
が
試
み
ら
れ

な
か
っ
た
。
関
述
す
る
領
域
の
広
さ
、
同
時
代
の

弔

ち

資
料
を
駆
使
し
た
研
究
の
多
轡
と
精
緻
さ
、
等

紹
介

日
本
の
学
者
の
手
に
余
っ
た
の
か
も
し
れ
な

、

こ
の
た
め
、
学
会
で
ト
ハ
紺
関
係
の
研
究

0

を
窕
表
し
て
も
、
大
部
分
の
科
学
史
家
に
は
何
を

'
.
園
っ
て
い
る
の
か
さ
え
分
か
っ
て
も
ら
え
な
い
現

状
で
あ
る
。
島
尾
教
授
の
苫
書
は
、
後
者
に
つ
い

島
尾
永
康
著

て
の
待
望
冬
で
あ
り
、
皷
新
の
研
究
成
果
を
ふ

ま
え
た
、
広
義
の
十
八
世
紀
物
質
理
論
史
で
も
あ

『
物
質
理
論
の
探
求
』

る
0

岩
波
書
店
、
新
書
判
ニ
ユ
ー
ト
ン
科
学
の
十
八
世
紀
科
学
に
与
え
た

ニ
ニ
九
頁
、
ニ
ハ
0
円
大
き
な
影
等
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
鬻
ら

こ
こ
十
数
年
の
う
ち
に
、
西
欧
近
萪
学
史
研
れ
て
き
は
し
九
が
、
そ
れ
は
主
と
し
て
、
彼
の

兇
の
上
で
、
い
く
つ
か
の
火
き
な
迩
朕
が
あ
っ
『
プ
リ
ン
キ
ピ
ア
』
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
っ

た
0
 
科
学
史
を
老
器
入
れ
た
「
動
昇
学
理
論
」
た
。
最
近
の
研
究
は
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
科
学
の
も
う

及
び
物
質
器
を
巾
心
と
し
た
十
八
世
紀
科
学
史
一
つ
の
杠
で
あ
る
『
光
学
』
 
1
特
に
、
彼
が
物

に
関
す
る
も
の
が
、
そ
の
キ
要
な
成
巣
で
あ
る
。
質
の
讐
等
に
つ
い
て
の
深
い
洌
察
を
、
否
定
疑

前
者
に
つ
い
て
は
、
ク
ー
ン
、
ハ
ン
ス
ン
等
の
邦
問
体
で
佳
』
い
た
「
疑
問
L
 
1
の
十
八
山
勺
萪

訳
沓
や
日
本
の
学
者
に
よ
る
啓
家
書
を
通
し
て
、
学
、
就
中
、
物
甚
諭
へ
の
大
き
な
影
穩
、
注

我
が
国
で
も
、
漸
次
噺
*
化
し
つ
つ
ぁ
る
。
後
者
同
す
る
k
至
っ
た
。
こ
の
こ
と
と
関
速
し
て
、
ニ

は
、
あ
急
味
で
は
従
来
の
研
究
を
一
変
さ
せ
た
ユ
ー
ト
ン
の
錬
金
術
及
び
宗
教
関
係
の
著
作
や
草

稿
へ
も
好
寄
心
を
越
え
た
注
意
が
払
わ
れ
る
よ
う

こ
、
▲
つ
こ
0

著
者
は
、
第
工
早
の
「
緑
の
獅
子
L
 
で
は
、
こ

の
址
後
の
点
を
、
第
二
章
の
「
真
空
・
カ
・
エ
ー

テ
ル
」
で
は
、
ニ
ユ
ー
ト
ン
の
物
質
理
論
を
、
ニ

ユ
ー
ト
ン
以
前
及
び
以
後
の
科
学
と
の
関
係
を
も

考
應
し
つ
つ
、
手
際
よ
く
論
じ
て
い
る
。
以
下
の

第
三
章
か
ら
最
後
の
第
七
章
ま
で
は
、
従
来
無
視

さ
れ
る
か
、
ぱ
ら
ぱ
ら
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
、

「
親
和
力
の
衣
」
、
「
空
気
の
分
析
」
、
「
不
可
〔
秤
〕

量
流
体
」
、
「
酸
素
の
体
系
L
、
「
鴛
と
原
子
」
が
、

広
義
の
ニ
ニ
ー
ト
ン
主
義
な
い
し
は
そ
の
発
展
と

◆
り
よ
う

も
い
え
る
ト
ハ
世
勺
紘
劉
器
と
い
う
広
い
眺
望

の
う
ち
に
、
相
亙
に
、
そ
し
て
時
に
は
当
時
の
科

学
者
の
社
会
生
活
等
と
も
関
連
づ
け
ら
れ
、
論
じ

ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
ラ
ヴ
寸
ア
ジ
ェ
に
収

束
す
る
こ
れ
ま
で
の
化
学
史
は
大
き
く
修
正
さ

れ
、
フ
ロ
ギ
ス
ト
ン
論
等
の
、
従
来
否
定
部
価

が
下
さ
れ
て
き
た
主
題
は
、
も
っ
と
広
い
歴
史
的

文
脈
の
う
ち
に
正
し
く
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
鷲
、
は
、
乗
国
判
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
か

な
り
多
く
の
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。
ま
す
、
著
者

は
多
く
の
具
体
例
を
通
し
て
、
難
解
と
い
っ
て
も

よ
い
最
近
倫
研
究
を
、
平
易
に
、
し
か
も
学
問
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的
水
準
を
下
げ
る
こ
と
な
く
紹
介
し
て
お
り
、
こ

の
本
は
十
八
世
紀
科
学
史
研
究
入
門
を
も
兼
ね
て

い
る
。
又
、
論
点
の
明
確
な
指
摘
は
、
研
究
書
や

研
究
論
文
を
勢
で
も
、
必
ず
し
も
得
ら
れ
る
わ

け
で
は
な
く
、
錬
金
術
記
巳
、
ジ
,
ワ
ロ
ワ
の
親

和
力
表
、
ラ
ヴ
分
ア
ジ
ェ
の
粂
表
等
に
つ
い
て

も
、
そ
の
内
容
を
う
ま
く
生
か
し
九
、
行
き
届
い

た
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
専
門
家
を
悩
ま
し
て

昭
和
矼
年
度
同
志
社
高
校

現
国
選
択
生

き
奈
曹
問
題
も
、
碧
者
の
与
え
る
、
内
容
を

よ
く
表
わ
し
て
い
る
適
切
な
術
誓
よ
っ
て
、
大

部
分
解
決
さ
れ
た
。
こ
の
新
書
は
、
専
門
家
以
外

の
人
に
も
分
か
る
よ
う
書
か
れ
て
お
り
、
西
洋
の

ト
ハ
地
紀
に
関
心
の
あ
る
人
に
は
、
特
に
一
読
を

お
す
す
め
し
た
い
本
で
あ
る
。

(
松
尾
幸
季
・
火
学
工
学
部
専
任
"
師
)

『
こ
ぎ
つ
ね
座
亜
鈴
星
雲
』

じ
つ
に
お
も
し
ろ
い
本
で
あ
る
。
い
や
、
お
も

し
ろ
い
:
:
・
・
と
い
、
つ
一
暴
は
、
こ
の
場
合
、
不
適

切
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
い
い
な
お
し
て
み

る
と
、
こ
れ
は
、
じ
つ
に
「
ユ
ニ
ー
ク
な
試
み
」

で
あ
る
。
正
直
い
っ
て
、
ぼ
く
は
、
こ
の
一
冊
を

読
み
終
わ
っ
た
時
、
拍
手
し
て
い
る
じ
ぷ
ん
を
感

「
あ
る
人
の
傍
に
立
ち
添
う
て
そ
の
人
の
こ
と
ぱ

ど
ら
ね
こ
王
尻
、
 
A
5
判

を
九
っ
ぷ
り
聞
き
と
る
こ
と
を
共
通
了
解
と
し

三
三
頁
、
一
、
 
0
0
0
円

て
、
昨
郁
の
夏
休
み
頃
に
伺
わ
せ
ま
し
た
も
の
の

記
録
で
す
。
」

こ
の
小
冊
子
の
は
じ
め
に
、
弘
英
正
氏
が
記
し

て
い
る
。
弘
英
正
氏
は
、
「
聞
書
」
と
い
う
発
想

を
、
こ
う
し
九
形
あ
る
も
の
に
ま
と
め
九
相
当
の

「
先
生
」
で
あ
る
。
こ
の
「
先
生
L
 
の
「
現
代
国

諸
」
を
選
択
す
る
七
十
人
あ
ま
り
の
高
校
三
年
生

じ
九
の
で
あ
る
。
そ
の
拍
手
は
何
に
む
け
ら
れ
た

も
の
か
。
そ
の
こ
と
を
記
す
前
に
、
ま
ず
内
容
を

紹
介
し
て
み
ょ
う
。

「
こ
れ
は
、
昭
和
五
十
一
年
度
黒
社
高
校
三

年
、
現
国
選
択
生
全
員
の
『
聞
沓
』
作
品
集
で

す
」

新
島
襄
研
究
参
考
図
書

冨
イ
 
K
0
仁
=
吠
ゆ
門
口
a
肌

同
志
社
校
友
会

新
島
襄
の
生
涯

(
J
 
・
 
D
 
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
著
・
北
畑
'
"
浴
六
)

同
志
社
杖
友
会

新
島
先
生
冉
側
集
1
続
(
森
中
章
光
編
)

同
志
社
校
友
会

新
島
嬰
』
簡
集
(
同
森
編
)
 
1
岩
波
文
庫

右
波
山
店

新
島
襄
先
生
(
徳
富
際
著
)
同
森
出
版
部

新
島
襄
1
人
と
綴
(
魚
木
中
竺
著
)

同
志
社
出
版
部

新
鳥
裏
(
岡
本
清
一
著
)
黒
社
出
版
部

新
島
先
生
と
徳
富
需
(
森
中
章
光
著
)

伺
志
社
九
十
年
小
史

(
同
志
荘
史
史
料
編
隻
所
編
)

誰
「
新
島
研
究
L
 
同
志
社
新
島
研
究
会

新
島
襄
(
和
田
洋
二
き

日
本
基
料
教
団
出
版
局

※
比
較
的
参
照
し
や
す
い
も
の
を
掲
載
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が
い
る
。
こ
の
選
択
生
が
、
右
の
了
解
事
項
に
従

そ
れ
ぞ
れ
関
心
あ
る
人
間
に
接
触
す
る
。
テ

)
、

しー
プ
を
ま
わ
し
、
そ
の
な
ま
み
の
声
を
収
録
す

る
。
そ
れ
を
「
お
こ
し
」
、
相
互
の
批
判
を
経
て

「
文
字
化
L
 
す
る
。
そ
の
作
業
だ
け
を
い
っ
て
み

れ
ぱ
簡
単
だ
が
、
こ
こ
に
収
め
ら
れ
た
五
十
余
人

の
人
間
の
声
を
読
め
ぱ
、
そ
れ
が
い
か
に
大
き
な

試
み
で
あ
っ
九
か
と
い
う
こ
と
は
、
よ
く
わ
か

る
。
「
学
校
の
先
生
」
を
中
心
K
し
た
第
一
部
。

旧
友
、
先
輩
、
同
級
生
の
声
を
集
め
九
第
二
部
。

お

第
三
部
は
、
父
祖
母
、
両
親
、
あ
る
い
は
、
叔

'呼
、
い
と
こ
の
話
。
第
四
部
は
、
そ
れ
以
外
の
社

会
人
の
発
言
。
こ
の
中
に
は
、
カ
メ
ラ
マ
ン
宮
川

ユ
ー

一
夫
や
、
元
関
脇
の
神
風
、
あ
る
い
は
、

、
武

ジ
シ
ャ
ン
の
豊
田
勇
造
と
共
に
、
白
川
女
、
茶
一
房

の
マ
ス
タ
ー
、
消
防
署
長
、
牧
場
主
な
ど
が
含
ま

れ
て
い
る
。

個
人
的
に
い
え
ぱ
、
「
高
校
時
代
や
っ
ぱ
し
、

一
番
え
え
よ
」
や
、
「
旧
友
、
カ
ズ
オ
と
会
う
」
、

「
お
し
げ
は
ん
」
、
「
宇
喜
田
家
の
試
練
」
に
考
え

こ
ま
さ
れ
九
の
だ
が
、
拍
手
は
、
も
ち
ろ
ん
、
そ

の
せ
い
で
は
な
い
。

「
学
校
教
育
」
と
い
う
場
で
、
こ
の
「
聞
書
」
の

発
想
が
、
教
宅
や
教
科
書
と
い
う
狭
い
「
枠
組
み
」

【
近
刊
紹
介
】

『
回
顧
七
十
七
年
』
(
大
塚
節
治
著
)

B
6
判
六
、
 
0
0
0
円

大
塚
節
治
先
生
回
顧
録
刊
行
会
発
行

(
取
扱
・
同
朋
舎
、
校
友
会
)

を
こ
え
る
道
を
示
し
た
:
:
:
と
い
え
ぱ
よ
い
か
0

そ
う
し
た
試
み
を
き
っ
か
け
に
、
「
先
生
」
と
「
生

徒
」
が
、
教
育
本
来
の
可
能
性
を
具
現
し
て
み
せ

た
点
に
あ
る
。

第
二
に
、
こ
の
「
聞
書
L
 
の
過
程
で
、
「
聞
き

手
」
が
意
識
す
る
し
な
い
は
別
と
し
て
、
現
在

の
「
じ
ぷ
ん
自
身
L
 
と
い
う
狭
い
枠
を
こ
え
ね
ば

な
ら
な
か
っ
九
だ
ろ
う
し
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ

つ
て
、
自
d
と
他
人
の
あ
り
よ
う
を
、
問
い
な
お

す
き
っ
か
け
を
つ
か
ん
だ
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
「
聞
き
手
」
は
、
「
聞
書
L
 
と
い
う
作
業
を

通
し
て
、
今
ま
で
ま
っ
九
く
無
関
心
だ
っ
た
「
過

去
」
や
「
他
人
の
生
き
ざ
ま
し
ゃ
「
伺
時
代
の
別

の
人
生
L
 
に
出
会
う
。
そ
う
し
た
「
出
会
い
し
を

つ
く
っ
た
も
の
と
し
て
、
「
聞
書
L
 
は
ユ
ニ
ー
ク

な
試
み
と
な
っ
て
い
る
。

「
教
育
」
と
「
自
己
」
を
問
い
な
お
す
試
み
・
・
・
・
・
・

と
い
え
ぱ
よ
い
か
。
そ
の
結
果
が
、
こ
こ
に
収
約

さ
れ
九
す
ぐ
れ
九
「
人
間
記
録
」
で
あ
る
。

(
上
野
瞭
・
女
子
大
学
助
教
授
)

『
続
・
同
志
社
歳
時
記
』

(
生
島
吉
造
・
松
井
全
共
編
)

B
6
判
七
0
0
円

同
志
社
大
学
出
版
部
発
行

(
取
扱
・
同
志
社
収
益
事
業
課
)

『
同
志
社
校
友
会
名
簿
1
昭
和
五
十
二
年
度
版
』

(
同
志
社
校
友
会
編
)

B
5
判
一
 
0
、
 
0
0
0
円

同
志
社
校
友
会
発
行

(
取
扱
・
校
友
会
本
部
、
各
支
部
)
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